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第１ 目的 

この計画は、特別警戒本部（岩国地区消防組合消防本部）の運営に必要な事項を定め、警戒区域内 

での要人の動向に係る情報収集及び発生する災害への対応を迅速かつ的確に行うための体制を確保 

することを目的とする。 

 

第２ 用語の定義 

   この計画における用語の定義は、「警防計画」、「予防計画」及び「Ｇ７出動計画」に定めると 

ころによる。 

 

第３ 消防特別警戒期間 

２０２３年５月１６日（火）～５月２２日（月） 

ただし、要人の動向等により警戒期間を変更する場合がある。 

 

第４ 警戒区域 

    岩国地区消防組合消防本部管轄区域内のうち、要人の移動経路等となり得る区域とする。 

ただし、高速道路上の警戒に当たっては、岩国地区消防組合消防本部管轄区域のほか、山陽自動車 

道消防相互応援協定書（大竹市消防本部及び岩国地区消防組合が締結）別表に示す応援区域を警戒 

するものとする。 

   

第５ 特別警戒本部の設置場所等 

１ 設置場所 

岩国地区消防組合消防本部（住所：山口県岩国市愛宕町一丁目４番１号） 

 

２ 警戒隊の配置場所等 

⑴ 岩国地区消防組合 中央消防署（山口県岩国市愛宕町一丁目４番１号） 

任 務 消防本部名 署所名 隊名 人員 

警 戒 岩国地区消防組合 中央消防署 

指揮隊 ３名 

消防小隊１分隊 ４名 

消防小隊２分隊 ３名 

救助小隊１分隊  ３名 

救助小隊２分隊 ３名 

救急小隊１分隊 ３名 

 合     計  ６隊 １９名 

  

⑵ 岩国地区消防組合 中央消防署 東出張所（山口県玖珂郡和木町和木四丁目１－２） 

任 務 消防本部名 署所名 隊名 人員 

警 戒 岩国地区消防組合 東出張所 
消防隊 ３名 

救急隊 ３名 

      合     計  ２隊 ６名 
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第６ 組織等 

１ 組織 

⑴ 全体図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 特別警戒本部組織図（岩国地区消防組合） 

 

 

 

 

 

 

２ 特別警戒本部長 

本部長は、岩国地区消防組合消防本部消防長とする。 

 

３ 任務等 

⑴ 任務 

ア 特別警戒本部の運営 

イ 統括警戒本部への各種報告 

ウ 各本部等との連携 

エ 警戒隊の管理 

オ 警戒隊の出動指令 

カ 災害発生時の対応 

キ 関係機関からの情報収集 

ク 各種情報の整理 

ケ サミット関連施設等の巡回警戒及び立入検査 

コ 要人の移動及び滞在情報等の収集及び伝達 

サ その他の特命事項 
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本部長・副本部長・本部員等
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⑵ 任務分担等 

任 務                  役 職 人数 任 務 内 容 

本部長 消防長 １ 
１ 特別警戒本部の統括管理及び運営 

２ その他必要な事項 

副本部長 消防次長 ２ 
１ 特別警戒本部の統括管理及び運営の補佐 

２  その他必要な事項 

情報収集員 

総務課員 

予防課員 

警防課員 

５ 

１ 統括警戒本部及び関係機関等との情報収 

集・伝達 

２  統括警戒本部への各種報告 

３ 運営管理全般 

４ その他必要な事項 

通信指令業務員 

 

記録員 

広域整備 

対策室員 

通信指令課員 

５ 

１ 警戒隊への出動指令 

２ 災害発生時の関係機関への連絡(統括警戒 

本部を除く) 

３ 災害情報の収集、伝達 

４ 記録 

５ その他必要な事項 

予防警戒要員 
予防課員 

中央消防署員 
７ 

１ サミット関連施設等の巡回警戒 

２ 必要に応じた立入検査及び是正指導 

３ その他必要な事項 

警戒隊 
中央消防署員 

東出張所員 
２５ 

１ 警戒区域内で発生する災害への対応 

２ その他必要な事項 

計 ４５ ― 

※ 情報収集、通信指令業務及び記録についての役職は、配備人員の都合により、この限り 

ではないものとする。 

 

４ 施設等 

別図２「特別警戒本部配置図（その１～その２）」のとおり。 

 

５ 情報通信体制 

⑴ 情報通信機器 

    消防特別警戒に係る情報通信機器は「情報通信要領」に定めるとおりとし、その他の情報通信 

機器（平時運用機器）は以下のとおりとする。 

ア 高機能消防指令システム 

各警戒隊へ出動指令を送信する際に使用する端末。 

イ 車載端末システム（AVM車載端末装置） 

・出場指令を受信する際に使用する端末。 

・特別警戒本部、運営担当者が各部隊等の位置、運用状況把握に使用する。 
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ウ スマートフォン 

特別警戒本部、指揮者と小隊長間の音声通話、映像伝送等で使用する。 

エ デジタル無線機（可搬、携帯、車載） 

出場指令の受信、災害情報の送受信及び情報伝達等に使用する。 

 

⑵ 各任務別使用機器（平時運用機器） 

 特別警戒本部 指揮隊 消防隊 救助隊 救急隊 

消防指令システム １ ― ― ― ― 

車載端末システム（AVM） １ １ １ １ １ 

一般加入電話 ３ ― ― ― ― 

スマートフォン(災害優先) １ １ １ １ １ 

デジタル可搬型無線機 ― ― ― ― ― 

デジタル携帯型無線機 ― １ １ １ １ 

デジタル車載無線機                                                                                                                                                                                                                                                   ― １ １ １ １ 

消防隊の使用機器は１隊あたりの使用数とする。 

 

⑶ 通信体制 

  「情報通信要領」に定めるところによる。 

（通信系統図） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統括警戒本部

特別警戒本部（岩国地区消防組合消防本部）

電話・メール（無線の場合は統制波１）

≪通常時≫

※ IP無線機は、他の高速道路警戒隊
との交信に使用する。

統括警戒本部

警戒隊

特別警戒本部（岩国地区消防組合消防本部）

電話・メール（無線の場合は統制波１）

≪災害時≫

平時と同様の通信手段

他の警戒隊
（市内警戒隊等）

統制波２
（輻輳する場合は統制波３、
統制波１の順に指定）
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第７ 警防対策 

 １ 警戒隊の出動体制等 

  ⑴ 出動範囲及び対応する災害種別 

   ア 出動範囲 

     前記「第４ 警戒区域」に対し出動するものとする。 

   イ 対応する災害種別 

     原則、前記アの出動範囲内で発生した全ての災害とする。 

⑵ 出動計画 

    原則として「Ｇ７出動計画」における「高速道路警戒区域 出動計画表」に定める出動分類別の 

出動体制に準ずるものとする。 

 ただし、事案内容等を総合的に考慮し、出動台数を増減できるものとする。 

  ⑶ 増強出動等の要請 

    災害の状況により、既に出動している警戒隊等のみによる消防力では対応が困難であると判断 

した場合、特別警戒本部長は、統括警戒本部長（作戦班）に対して必要な警戒隊等の出動を要請 

するものとする。 

    また、災害出動等により、サミット警戒体制の維持が困難となった場合、特別警戒本部長は、 

統括警戒本部長（作戦班）に対して必要な警戒隊等の移動配備を要請するものとする。 

  ⑷ 警戒隊等の指揮 

    警戒隊等の指揮は、岩国地区消防組合消防本部消防長が指定する指揮者とする。 

  ⑸ 出動指令 

   警戒隊等への出動指令は、原則、平時に運用する通常のシステムを使用するものとする。 

 

２ 災害対応要領 

   警戒隊等の活動詳細は、別に定める消防特別警戒各種要領等によるほか、岩国地区消防組合消防 

本部が定める各種活動要領等によるものとする。 

 

第８ 予防対策 

 １ サミット関連施設等の巡回警戒 

   サミットの開催に伴い、平時に比べ利用者が増大することが予想される施設等を対象に、避難経 

路の確認等を行うため、必要に応じて巡回警戒を行うものとする。 

  

２ 立入検査等 

   管轄区域内に所在する施設等へ要人が訪問することが判明した場合、原則として要人訪問前に当 

該施設の立入検査を行い、必要に応じて是正指導を行うものとする。 

   なお、上記要人情報については、統括警戒本部（情報班）及び特別警戒本部が相互に連絡を取 

り、必要な情報共有を図るものとする。 

  

３ 統括警戒本部への情報連絡内容 

   前記１及び２の実施状況等その他必要な事項とする。 
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第９ 勤務等 

 １ 特別警戒本部における勤務 

  ⑴ 勤務時間は、通常通りとする。 

⑵ 通常業務と並行し、サミット警戒に当たる。 

  ⑶ 関係機関等から入手した必要な情報について、統括警戒本部に対して的確に伝達する。 

  

２ 勤務交替及び資器材点検等 

  ⑴ 隔日勤務者の勤務交替及び事務引継ぎは、通常通りとする。 

  ⑵ 前記⑴の事務引継ぎ内容については、要人の移動状況等を追加して行うものとする。 

  ⑶ 勤務開始後、車両及び資器材の点検を行うとともに、資器材の員数確認を併せて行うものとす 

る。 

  

 ３ 統括警戒本部への定時報告等 

   「警防計画（第７-９）」（「様式１～５」等）に定めるところによる。 

   ≪様式１≫人員機械等報告書 

   ≪様式２≫警戒日誌 

   ≪様式３≫重要情報報告書 

   ≪様式４≫災害状況報告書（火災・その他） 

   ≪様式５≫災害出動結果報告書（火災・救急・その他） 

   ※ 特別警戒本部長が当該本部要員、警戒隊及び予防警戒要員等の情報を取りまとめ、報告する。 

 

 ４ 服装 

   「特別警戒共通事項」に定めるところによる。 

 

 ５ 関係機関等の連絡先 

   「統括警戒本部活動要領」に定めるところによる。 

 

第 10 その他 

 １ 関係機関等との連携 

   関係機関との情報交換等を綿密に行うなど、必要な連携を図るものとする。 

  

 ２ その他 

   本計画に定めのない事項については、「警防計画」、「予防計画」その他消防特別警戒に関する各種 

計画及び要領等によるものとする。 



 

岩国IC

大竹IC

岩国地区消防組合消防本部
（中央消防署）

岩国地区消防組合消防本部
中央消防署東出張所

岩国錦帯橋空港

地理院タイルを加工して掲載

特別警戒本部（岩国地区消防組合消防本部）警戒区域図 

別図１ 

※ 岩国地区消防組合消防本部管轄区域内のうち、要人の移動経路等となり得る区域 

※ 上記に加え、山陽自動車道消防相互応援協定書（大竹市消防本部及び岩国地区消防組合が締結） 

別表に示す応援区域 



別図２（その１）

特別警戒本部配置図

岩国地区消防組合消防本部

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部



　　 　

UB

脱衣室

男子仮眠室

特別警戒本部配置図　

女
子
W
C

女
子
更
衣
室

P
S

EV

廊
下

廊
下

階段A

男
子
W
C

談話室

相
談
室

相
談
室

相
談
室

応接室 消防長室

印刷室

図書室

打合せ
スペース

打合せ
スペース

消 防 本 部
事 務 室

次長室

会議室

廊下

廊下

P
S

階段C

消防団長室 文書庫

倉庫

EV １
ホール

DS

ESP

自販機
コーナー

男子WCP
S

消防団事務室

特別警戒本部

DS

倉庫

女子WC

EV

吹抜け作戦会議室

通信機械室

DS

待機室

通信指令室

DS

DS
洗面所

3 4

廊下

日勤者
出動準備室

脱
衣 室

1 2

前
室

U
B

女子

洗面所

階段B

吹抜け

DS

EPS

EV ２
ホール

特別警戒本部配置図
仮眠室

男子　

更衣室

通信指令課
広域整備対策室

事務室

岩国地区消防組合消防本部 ３階平面図

別図２（その２）
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（内線349)
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（内線348）

車両動態表示モニター

0827-31-0119

（内線347)

記録員副本部長

本部長

情報収集員

岩国地区消防組合消防本部 ３階作戦会議室


